






グローバ ルに活躍する若手医師たち

Junior Doctors Network（JDN）は、 若
手医師の国際的組織として、2011年４月
の世界医師会（WMA）理事会にて設置
が承認されました。JDNは、世界中の若
手医師が情報や経験を共有し、未来の医
療を考えて行動するための画期的なプラッ
トフォームです。これを受けて日本医師会

（JMA）も、2012年10月に国際保健検討
委員会の下、JMA-JDNを立ち上げました。
これまで若手医師の集まりは学会や医局・
地域・NGOなどの枠組みの中で作られて
きました。JMA-JDNは、様々な分野で活
躍する若手医師たちがそれらの枠組みを超
えて、公衆衛生や医療分野において自分
たちのアイデアを自由に議論し行動できる
場にしたいと考えています。関心のある方
は検索サイトやFacebookで「JMA-JDN」
と検索してみてください。

日本医師会の若手医師支援

ドクタラーゼ読者の皆様方の中には、何らかの目標を持ち、
仲間との勉強会や部活動、ボランティア活動など、実際に行
動を起こしている方も多いのではないでしょうか。私も10年
前は国際医学生連盟（IFMSA）で様々な活動を行っていまし
た。そこで得た学びはもちろん、人との出会いが何よりの宝で
す。ところが、医師になると学生時代の活動をやめてしまい、せっ
かくの活動がその方の代限りになってしまうことがよくあります。
私は医師３年目の秋（ 2012年）に、日本医師会の支援を得て、
仲間達とJMA-JDNを設立しました。「幅広い視野を持って社
会に貢献できる医師を育成すること」を理念に掲げ、若手医
師のプラットフォームを形成し、世界の若手医師の会議に出席
して議論をしたり、セミナーで学びを深めたりしてきました。
近年はIT技術の進歩で、より気軽にプラットフォーム型の組
織運営やイベント開催が可能になっています。この多義的な世
界において、「とりあえず、まず行動してみる」ことで周囲に働
きかけ、そこで得られる新しい情報を認知し、仲間と共に解釈
し、次の行動に繋げるという戦略は非常に有用だと思います（セ
ンスメイキング理論）。
プラットフォーム型として始まったイベントで生まれたイノベー
ションの種は、活動を継続してこそ成果が出るものが多いのも
事実です。そこで、2016年の７月２日、全国の若手医師を集め、
設立から４年目にして第１回JMA-JDN総会を開き、次期役員
の選出と内規の制定等を行いました。総会というと形式的で
前時代的に聞こえるかもしれませんが、活動を次の世代に引き
継ぎ、持続可能なものとするためには大切な仕組みだと考えて
います。現在JMA-JDNには多くの新しい研修医や若手医師
が共感して仲間に加わってくれています。皆様の素晴らしい活
動もゆくゆくは次の世代に引き継ぎ、継続することで可能性が
拡がるかもしれません。これからがさらに楽しみです！

行動によって得られたものを継続
する大切さ～第１回 JMA-JDN
総会を開催して～

JMA-JDN とは

阿部 計大
JMA-JDN　代表　

手稲渓仁会病院で研修後、東京大学大学院公衆衛生学博士課程に
在学中。
家庭医療専門医。認定内科医。認定産業医。

今回は、JMA-JDNの若手医師より第１回JMA-JDN総会の開催報告、JMA-JDNセミナーの参加報告と、

Pre WHA Meetingおよび世界保健総会の参加報告を寄せてもらいました。
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グローバ ルに活躍する若手医師たち

医療 + αの重要性
行動変容を可能にする
ヘルスプロモーション

柴田 淳平
JMA-JDN　事務局担当　　　

名古屋大学医学部医学科卒業。
現在、愛知県豊橋市民病院にて臨床研修中。

JDNメンバーとして、2016年５月23日～ 28日に開催された
世界保健総会（World Health Assembly,WHA）に参加しまし
た。WHAはWHOの最高議決機関で、毎年１回ジュネーブで
開催され、保健医療に関わる重要な政策決定を行います。今
回のテーマは「我々の世界を変革する：持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」でした。「持続可能な開発目標」とは、
2016年から2030年までの国際社会共通の目標として採択さ
れたもので、17のゴールとその実施手段、フォローアップ・レ
ビューで構成され、先進国を含む全ての国に適用されます。各
国からの演説で取り組み状況が述べられ、その他、エボラ出
血熱・ジカ熱・WHOとNGOとの共同枠組み・栄養・HIV・肝炎・
性感染症など、全76の議題について協議が行われました。
今回参加した16名のJDNメンバーで、WHAに先立ち、Pre 
WHA Meetingとして、２日間の日程で事前学習を行いまし
た。WHOの組織構造や意思決定プロセス、各議題について
WHO担当官や関係者の方々からのレクチャーを受け、JDNと
してどのようにこれらの課題に取り組むべきかという点を議論
しました。また、その内容や総会の様子をSNSで発信し世界
の若手に関心を持ってもらうべく呼びかけました。
総会中は、毎日セミナーやワークショップが開かれ、その分野
を代表する方々の話を聞く機会があり、グローバルヘルスを学
ぶまたとない機会でした。この経験を通して、WHOとはどの
ような組織なのか、国際保健における世界の潮流や、日本の
果たす役割について理解が深まりました。世界レベルでの医
療政策の立案や交渉においても、かかわる「人」同士の信頼
関係が非常に重要であることも感じました。そして、世界の若
手医師が議論しなが
ら過ごしたこの機会
自体が、今後の活動
に活きてくると思い
ます。今後も、世界
の医療課題について
若手医師ができるこ
とに取り組みたいと
思います。

Pre WHA Meeting ／
世界保健総会参加報告

三島 千明
JMA-JDN　副代表

島根大学附属病院で臨床研修。北海道家庭医療学センターで後期
研修。現在、プラタナス青葉アーバンクリニックで在宅医として勤務中。
家庭医療専門医。

私たちは大学で医学を学び、部活に精を出し、国家試験に
合格して医療者の資格を手にしました。体系的で理路整然と
した教科書の世界から、臨床の現場に立ってみて感じるのは、
正義の振りかざしが通用しない世界だということです。
たとえば、喫煙が体に悪いということは誰でも知っています。
この記事を読まれた方にも禁煙を患者さんに勧めた経験があ
るかもしれません。しかしながら、患者さんの人生におけるわ
ずかな時間を共有するだけの医療者が、患者さんの行動変容
を促す事は容易ではありません。
一方で、病院や政府機関が膨大な投資をしてヘルスプロモー
ションを行っても、いつの間にかメッセージ性が失われ、無味
乾燥なポスターが出来上がったりすることもままあります。大
学では誰も教えてくれなかったし、必要になるとも思わなかった

「ヘルスプロモーションの方法」について悩む日々です。
そんな悩みに１つの方法論を提示してくれたのが、2016年７
月２日に開催されたJMA-JDNセミナー「なぜ広告は行動変容
を可能にするのか？～行動変容につながるヘルスコミュニケー
ション学～」でした。このセミナーでは、帝京大学大学院公
衆衛生学研究科の齋藤宏子先生に、医療情報の伝え方や評
価方法を教授していただきました。
私たちは、ややもすれば既存のパワーポイントの形式や広告の
デザインをコピーしがちです。しかし、変化を起こしたいのなら
ば自らの創造力で一石を投じなくてはなりません。
カリフォルニア大学公衆衛生大学院では、情報発信において
重要視すべき点を、“Entertainment first, Message second”、 

“Creative”、 “Ask goal”、 “Inspire”、 “Be of service”の５項
目にまとめています。
私たちは多くのしがらみに縛られがちですが、その中で満足す
ることなく、創造力豊かに、自らも楽しみながら健康教育やヘ
ルスプロモーションを行っていくことが大切だと思います。
上記の５項目を見事に反映しているのが、心肺蘇生法普及を目
的としてBritish Heart Foundationが作成したCM の“Vinnie 
Jones’hard and fast Hands-only CPR”です。Youtubeで
も公開されていますので、興味がある方はぜひご覧になってみ
てください。
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第４回
医学生・日本医師会役員
交流会　開催報告
2016年８月５日、東京都文京区の日本医師会館に全国の医学生が集
まり、日本医師会役員と活発な議論を行いました。

開会　
総合司会　日本医師会常任理事　今村 定臣

挨拶　
日本医師会会長　横倉 義武

第１部　問題提起・話題提供
・医学生からの問題提起
 三浦 子路　　旭川医科大学　医学部　１年
 龍田 ももこ　東京大学　医学部　４年
 井上 陽美　　熊本大学　医学部　６年

・パネリストからの自己紹介と話題提供
 蓮沼 直子先生　
 （秋田大学　医学部　総合地域医療推進学講座　准教授）
 宮田 俊男先生　
 （日本医療政策機構　理事）
 川瀬 和美先生　
 （東京慈恵会医科大学　外科学講座　准教授）
 今村 聡（日本医師会　副会長）

第２部　パネルディスカッション
コーディネーター　日本医師会　副会長　今村 聡

総括
日本医師会　副会長　今村 聡

閉会

14:00～

14:05～

14:10～

15:50～

16:50～

16:55～

タイムスケジュール
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【第 1部】　問題提起・話題提供
医学生からの問題提起

医学生や医師は、医療従事者でない
方々に「すごく勉強していて、何でもで
きる」人たちだと思われがちです。し
かしこれが度を超すと、「何でもできて
当然」、裏を返せば「少しでもできない
とダメ」だと捉えられかねません。
双方の間に信頼関係が築かれ難くな
り、医療への距離感の増大と医療ミ
スへの過度な批判が助長される可能
性を危惧しています。

一般の方から
医師はどう映るか
旭川医科大学 医学部 １年
三浦 子路

医師の労働環境やWLBに関するアン
ケート調査を医学生に実施したところ、
受動的なキャリア観よりも能動的なキャ
リア観の持ち主の方が、自身のやりが
いや興味を重視して職場を選択しており、
他人がWLBを重視して職場選択するこ
とに対してもより寛容であることがわか
りました。医学生世代の考えを発信して
いくことで、勤務医のWLBをより良い方
向へ変えていきたいです。

医師の労働環境・ワーク・ライフ・
バランスについてのアンケート調査
～持続可能な医療を目指して～
東京大学 医学部 ４年　龍田 ももこ

医師の
ワーク・ライフ・バランス
熊本大学 医学部 ６年
井上 陽美

出産しても働き続けていくためにはど
うしたらいいかと考え、WLBやキャリ
アに関する医学生向けイベントを開催
してきました。私がいま問題だと考え
ているのは、男女双方の意識の違い、
ロールモデルとなる先生方のお話を聞
く機会の少なさ、キャリア教育の大
学間格差です。仕事と家庭の二者択
一と思っている人には、働き方の多様
な選択肢を知ってほしいです。
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・臨床研修病院のマッチング制度については「知っている」
と回答した人が多くいました。しかし、医師のキャリアパ
スに関する知識は「知らない」が半数近く、労働基準法
については「知らない」という回答の方が多かったです。
これから働くうえでどういうことが起き、どのようなキャリ
アの選択肢があるのかという知識がないばかりに、「こ
の診療科はきつそうだ」とイメージだけで重要な選択をし
てしまうのは、もったいない。自分たちの働く環境やキャ
リアパスに関する知識を身につけること、様々な具体例
を知ることが大事だと思いました。（龍田）
・情報がたくさんあるなかで、どこにアクセスして知識を
得たら良いのかわからないという医学生もいると思います。
ドクタラーゼや各学会による情報発信など、様々な医学
生向けのチャネルを作っておくことが大事ですね。（今村）

A

医学生は、労働環境やキャリアに関する
知識をどのくらい持っているの？

Q

日本医師会の会員の半数は勤務医であり、メンタル面のサポートを
含む支援策を展開しています。また、女性医師支援については、女
性医師バンクという無料の就労相談窓口の開設や、都道府県医師
会・各大学・医学会と協働した男女共同参画の取り組みなどを実施
しています。皆さんが医師になり様 な々課題に直面した時、自分たち
の働きやすい環境を実現するために日本医師会を活用してください。

日本医師会の取り組み～医療勤
務環境改善・女性医師支援～
日本医師会　副会長
今村 聡

外科医を対象とした調査の結果、男性の多くは家事を配偶者に任
せて働いているにも関わらず、女性は７割が家事を自分で担ってお
り、働きながら家庭も背負っていることがわかりました。この状況を
改善するためには、外科医全体の労働環境を良くしていく必要があ
ります。制度としての支援体制、家族の理解とともに本人がやる気
を維持し、多様なキャリアを伸ばせるような環境の整備が必要です。

外科におけるやりがい、
働き方、生き方について考える
東京慈恵会医科大学　
外科学講座　准教授
川瀬 和美

・外科医もワーク・ライフ・バランスを保てる状態を目指
して、医師会・外科学会・各大学が取り組みを行ってい
るところです。（川瀬）
・内科医・ICU医や看護師・薬剤師など多職種でしっか
りチーム医療を行い、一人で抱え込まず、周囲の助けを
得ることが大事です。（宮田）

A

日本の外科医もワーク・ライフ・バランスが
保てるようになるの？

Q

「ワーク」と「ライフ」は、双方完璧にこなさねばならないものではな
く、相乗効果で高めあうような関係となることが理想です。医師のキャ
リアは必ずしも計画通りになるものではないので、自分がどうありた
いかを考えながら進むべき道を決めることになります。その時々の
状況によりロールモデルとなる人は異なるので、医学生の皆さんは、
様 な々先輩の話を聞いて自分自身の正解を見つけてください。

医師のキャリアとワーク・
ライフ・バランスを考える
秋田大学　医学部　
総合地域医療推進学講座　准教授
蓮沼 直子

学生時代に夏休みを活用してアメリカに臨床実習に行った際、現
地の小児心臓外科医が、保育園のお迎えのために手術の途中で
帰っていく様子を目の当たりにして、日本との働き方の違いにカル
チャーショックを受けました。日本でも、医師の働き方は多様化
が進んでいます。医学生の皆さんの世代の医師像は、我々の世代
とは異なるものになっていくでしょう。

未来の医療はどうなって
いるのか？
日本医療政策機構　理事
宮田 俊男

【第２部】　パネルディスカッション

【第 1部】　問題提起・話題提供
パネリストからの自己紹介と話題提供
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医学生の交流ひろば
医学生のためのイベント、サークルや勉強会の告知など、

医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Group

「医学部は勉強ばかりでつまらない…」と嘆い
たり、「この面白そうなイベントが身近にもあった
らなぁ…」と羨んだ経験はないでしょうか。私も
以前は、医学部は狭くて刺激も少なく、何とな
くつまらないと感じていました。
しかし、とある学外の医学生研究集会で交流
した他大学の学生の発表を聞き、同じ医学生
とは思えない思考力と幅広い活動に感銘を受
け、気持ちが変わりました。学外では様々な
医学生が多様な活動をしていることを知り、こ
のまま井の中の蛙として怠惰な学生生活を送っ
てしまうことに危機感を覚え、視野を広く持ちア
ンテナを高く保つ必要性を強く感じるようになり
ました。
そこで、「岡山医 学 生 学 会（Conference of 
Okayama Medical students、通称 COMEs）」
というサークルを２年前に設立しました。
COMEs は、メンバーが多くのことに目を向ける
ようになることが目的の団体で、医学部生を中
心に 30 ～ 40 人が所属しています。連絡網

で学内外のイベント情報等を共有し、各自が
興味・関心に合わせて参加するきっかけを作っ
ています。サークルになったことで様々な学生
が所属するようになり、学年をまたいだ縦のつ
ながりも生まれました。個人では限界のあった
外部団体とのやり取りがしやすく、外部からの
案内も入りやすくなりました。また、イベントを
企画する際の同志集めも容易になり、これまで
にサークル有志で「第 1 回全国生理学クイズ
大会」や「中国・四国地区医学生学術交流
会」などを主催してきました。
分野を超えた医学生間の交流は、その後の生
活や勉学のモチベーションになります。今後も
このありそうでなかった新しいイベントの企画は
続けていきたいです。
現在は、12 月 10 日の「第５回医学研究学
生フォーラム」開催に向けて、準備中です（医
学生誰もが楽しく交流できる場を目指していま
す。参加者募集中です！）。
意識の高い医学生は多くいますが、自分のコ

ミュニティ外のことを知る機会は意外と少ない
ものです。また、時間と距離の制約で交流で
きないでいる人も多くいるのではないでしょうか。
日々の生活に忙殺され、近くに他の医学部も
なく、他学部も別キャンパスという状況で、狭
い医学部内で面白くないな、と思いながら学生
生活を送っている人もいると思います。
現状の解決のためには、医学生が広い視野と
高いアンテナを持ち、交流を深める“きっかけ”
を提供する場作りが必要だと私は考えています。
私たちのサークル名を「医学生学会」とした
のは、医学生が学会の様に集い、日々のモチ
ベーションを得られる場を全国規模で作りたいと
いう思いからです。
全国の医学生の誰もが立ち寄って相互に情
報交換できるウェブ上のプラットフォームを作る
のはどうでしょうか。皆様のご意見とご賛同をお
待ちしております。
WEB : http://comes.umin.jp/　
Mail : otsuka@s.okayama-u.ac.jp

医学生の情報共有と知的交流ができる場を目指して
岡山医学生学会 COMEs　代表／岡山大学　医学部　５年　大塚 勇輝 

Group

Choosing Wiselyとは、2011 年に米 国 内
科専門医認定機構（ABIM）財団から発足し
た、医師と患者の対話を促進することを目的と
し、「過剰な検査、過剰な治療が行われていな
いか検証していこう」、「本当に適切な医療は何
か共に考えていこう」というキャンペーンです。
このキャンペーンの背景には、過剰な医療行為、
医療費の増大が世界的に問題視されているこ
とがあります。現在、ABIM は各学会に対して、
今までやってきた医療の中で無駄だと思われる

「医師と患者が問い直すべき5 つの項目」の
提出を呼びかけています。
Choosing Wisely には、米国では 71もの学
会が参画しており、米国以外では、日本を含む
17 か国が過剰診療や過剰治療のステートメン

トを公開し、それぞれの国の医療事情に合わせ
た展開を見せています。
個々の検査や治療が、診療ガイドラインに沿っ
ているかどうかということだけでなく、患者の価値
観に合った無駄のない医療であるか考えていく

ことは、医療資源の有効活用と医療提供の最
適化につながる重要な課題です。
Choosing Wisely Japan は、医療費の高騰
が避けられない日本でも同様に重要なキャンペ
ーンであるため、多くの人を巻き込んだプロジェク
トを展開する必要があると考えた小泉俊三先生、
徳田安春先生などが立ち上げられました。
そして、私たち医学生も、医療の持続可能
性について問題 意識を持って、Choosing 
Wisely Japan Student Committeeとして活
動しています。
まだ現場に出ていない医学生だからこそ持てる、
患者さんに近い目線でその観点を発信すること
に価値があると思うからです。
私たちの活動では、「本当に適切な医療とは何
か」、「患者が治療を選択することができ、医
療者と共に決定していくためにはどういう仕組み
が必要か」などのテーマにアプローチするほか、
米国 Choosing Wisely の患者向けコンテンツ
を日本語訳し、各疾患の治療の選択肢につい

て考えるきっかけを提供しています。
また、医学生の目線から、過剰医療の問題や、
患者にとって本当に価値のある医療とは何か、
ということについて、執筆活動や勉強会を行っ
ています。
2016 年 11 月５日に行われる日本プライマリ・
ケア連合学会の第 13 回生涯教育セミナーで
は、Choosing Wisely についてセッションを行
う予定です。
このセッションでは、このキャンペーンの歴史と
概要を紹介するとともに、「患者にとっての最も
望ましい医療」について、医師としてのプロフ
ェッショナリズム（基本的価値観）に立ち返り、
事例を通じて共に考えを深める予定です。
プライマリ・ケアの文脈で、医学生を含む様々
なバックグラウンドの方とより発展的な議論を交
わしたいと思います。活動にご関心のある方は
ご連絡ください。
Mail : ds111368@g.shiga-med.ac.jp 
担当：藤井 麻梨子、荘子 万能

患者と医師のより良い対話のために　医学生だからできること
Choosing Wisely Japan Student Committee
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告知募集 次号掲載申込締め切り：2016 年 11 月 20 日（日）
※掲載を希望される団体の方は、http://doctor-ase.med.or.jp からご連絡下さい。

2016 年 8月10日～12日の3日間、英語で
医療サポートを行う医学生有志団体 Team 
Medicsは、全国から医療系学生を募り、将来
グローバルに活躍する医療者を育成する合宿、
Summer Conference 2016（SC）を東京都
八王子市高尾で開催しました。
今回が初となるSC の柱は、デザインシンキング
という問題解決法を用いて「理想の病院」をデ
ザインし最終日に発表することでした。そのため
のプロセスの一環として、リーダーシップのワーク
ショップ（WS）を行ったり、講義を通じて医療
現場に触れる機会が設けられていました。

【デザインシンキング】デザインシンキングは、解
決したいことに関わる「人間」を中心に置くこと
で深層部分の課題を発見し、解決策を考える手
法として注目されています。
今回のターゲットである「病院」に関わる人には、
患者さん以外にも医療従事者・病院経営者・
保険者・行政等、多様な立場の人が含まれます。
事前に行った様 な々ステークホルダーへのインタ

ビューをチームで議論し、病院が抱える問題点を
洗い出しました。意見の相違を討論する過程や
講義を聴講することで生まれる刺激、新しい視点
から得たインスピレーションをバネに、問題に対す
るクリエイティブな解決策を提案しました。

【グループのチームワーク】WSでは、４人程度
のチームに分かれて作業をしました。この作業を
効率良く進めるために最も重要で意外にも難しか
ったのは、チームの雰囲気作りでした。
そのために、初対面のチームメイト同士で「自分
が生きていく上で譲れない価値観」について議
論しました。親しい友人ともあまり話さない内容で
したが、他人の価値観や考え方について学ぶ
貴重な機会になりました。この過程のおかげで、
短い時間の中ですぐに打ち解け、お互いの距離
を上手く取りつつ、一つの目標に向かって力を合
わせることができたのだと感じています。
 【講義】複数回にわたったWS の間には、６つ
の講義を通じて新たな視点を得る機会がありま
した。日本の保健政策や Global Health、医

療保険、医療福祉向けロボットなど、普段、大
学で学んでいる医学とは異なる医療に触れる
機会となりました。一番印象に残っているのは
Microsoft の方による、AIと医療の関係につ
いてのコメントです。「最終的な医療サポートとい
うのは、ロボットがするものではなく、人間がしま
す。人と人との関わり合いが最重要です。」とい
う、人を助けるために現場で汗を流している方な
らではの言葉だと感じました。
この３日間で学んだことを活かして、仲間と共に日
本の医療を担っていきたいと思います。

8

[wed]-[fri]
10~12医療系学生による、「理想の病院」をデザインする合宿型ワークショップ

Team Medics ／コメニウス大学（スロバキア共和国）　医学部　２年　妹尾 優希

2016 年 11 月 26 日に Doctors’ Style in 熊
本を開催します。Doctors’Styleとは、全国で
開催している、医学生とドクターが集まって楽しく
交流する飲み会です。
今回の一次会では、主催者であり耳鼻科医で
ある正木稔子先生がインタビュアーになり、様々
なドクターに質問を投げかけます。「学生時代の
過ごし方、何を考えていたの？」「どうしてその科
に進みたいと思ったの？」「恋愛や結婚、子育て
と仕事の両立はどうしてるの？」などなど。そして、
皆さん気になっているであろう新たな専門医の仕
組みや、留学について、現職の医師ならではの
目線から説明するコーナーもあります。
楽しい雰囲気のなか、診療科や年齢や性別が
まったく違うドクターたちに普段聞けないことや気
になっていたことをどんどん聞けます。例えば、女
性医師にキャリアや結婚・出産・子育てのことな
どを直接聞けるチャンスです。普段から気になっ
ていたこと全部、この機会に聞いてください！
一次会を終えてもまだ帰らないで！二次会では、

もっとフランクな雰囲気のなかで話すことができま
す。もったいないことに、医学部は他学部に比
べて、学生時代に現場で仕事をしている大人（ド
クター）と話す機会が少ないんです。自分は将
来、どんなドクターになりたいのだろうか。その像
を具体的にすることで、人生はそこへ向かってい
くと思います。ドクターとは、一生続けていく仕事。
様 な々未来像を思い描く余地がたくさんあります。
学生時代にたくさんドクターに出会って、様 な々ス
タイルを知って、自分に合った「ドクターズスタイ
ル」を見つけてください。きっとその日から、ドクタ
ーとして働いていくことにワクワクしてきますよ。

【過去の企画】
・発展途上国で働いている女性医師から、現地
  の医療について聞く会

・病を抱えた方の話を聞く会
どの企画も大好評で、「発展途上国で医療をし
たいが、どうすればいいかわからない」と思ってい
た医学生が、Doctors’ Style に参加していたド
クターと話したことで、その気持ちが強まり、発

展途上国での実習に参加する手配をしたこともあ
ります。
皆さん、Doctors’ Style に気軽に足を運んでみ
てください。きっと一度だけではなく、何度も来た
くなりますよ。熊本でお待ちしています。
代表補佐　順天堂大学２年　岡本 賢
日時：2016 年 11月26日（土）18：00 ～
場所：熊本市内
参加費：医学生 3500 円、医師 6000 円
参加フォーム： http://u0u0.net/ygK8

Doctors’ Style　～医学生とドクターの交流～
Doctors’ Style [sat]

26
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interviewee

 廣瀬 正明 
interviewer

榛原 梓園

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.12

1988 年、名古屋に生まれ、幼少期を
アメリカのカリフォルニア州にて過ごす。
2011年に国際基督教大学教養学部を
卒業。在学中、単身インドに渡り、農
村地帯に１か月間滞在してメディカルイ
ンターンシップに参加。2013 年、名古
屋市立大学医学部に入学。「HEART's」
や学内の東北支援サークルの活動に従
事し、現在に至る。

廣瀬 正明（名古屋市立大学４年）

profile
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廣
瀬
（
以
下
、
廣
）：
榛
原
く
ん

は
僕
と
色
々
共
通
点
が
あ
る
か
ら
、

じ
っ
く
り
話
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
ん
だ
。
僕
は
国
際
基
督
教
大

学
（
I
C
U
）
を
卒
業
し
て
か
ら
医

学
部
に
入
学
し
た
ん
だ
け
ど
、
榛
原

く
ん
も
周
り
の
同
級
生
よ
り
少
し
年

上
だ
か
ら
親
近
感
が
あ
っ
て
。
あ
と
、

僕
は
小
さ
い
頃
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し

て
い
た
ん
だ
け
ど
、
榛
原
く
ん
も
中

国
で
生
活
し
て
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ

よ
ね
。

榛
原
（
以
下
、
榛
）：
両
親
が
中
国

人
で
、
小
学
１
年
生
ま
で
中
国
に
い

た
ん
だ
。
昔
か
ら
自
分
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

て
、
最
近
、
日
本
の
医
療
を
学
ん
で
、

中
国
で
そ
れ
を
活
か
し
た
診
療
を
す

る
の
も
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

廣
瀬
く
ん
は
、
何
が
き
っ
か
け
で
医

学
部
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
？

廣
：
僕
は
高
校
時
代
は
進
路
選
び

に
悩
ん
で
い
て
、
入
学
し
て
か
ら
専

門
分
野
を
決
め
ら
れ
る
I
C
U
に

入
っ
た
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
、
授
業

中
、
途
上
国
で
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
た
医
師
の
話
を
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
。
途
上
国
だ
と
医
療
に
ア

ク
セ
ス
し
づ
ら
い
し
物
資
や
人
材
も

足
り
な
い
、
だ
か
ら
本
来
救
え
る

命
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
話

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
正
直
そ
れ
が

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
全
然
理
解
で

き
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
頭
の
片
隅

に
ず
っ
と
引
っ
か
か
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
、
夏
休
み
に
イ
ン
ド
の
診

療
所
に
１
か
月
く
ら
い
行
っ
た
ん
だ
。

そ
う
し
た
ら
本
当
に
そ
の
医
師
の

話
通
り
だ
っ
た
。
金
銭
的
な
問
題
と

か
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
か
、
原
因

は
色
々
あ
る
ん
だ
け
ど
、
と
に
か
く

医
療
を
受
け
る
の
が
難
し
い
。
だ
か

ら
日
本
で
は
見
な
く
な
っ
た
病
気
も

ま
だ
ま
だ
蔓
延
し
て
い
て
、
か
な
り

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
う
い
う
こ

と
っ
て
イ
ン
ド
以
外
で
も
た
く
さ
ん

起
こ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
医
師
に

な
れ
ば
自
分
の
手
で
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
、
医
学
部

に
入
ろ
う
と
思
っ
た
ん
だ
。

榛
：
医
療
に
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い
状

況
は
、
中
国
に
も
あ
る
か
ら
ち
ょ
っ

と
わ
か
る
な
。
中
国
だ
と
、
そ
も
そ

も
些
細
な
症
状
に
は
市
販
薬
で
対
処

す
る
の
が
一
般
的
だ
か
ら
、
日
本
人

ほ
ど
気
軽
に
病
院
に
は
行
か
な
い
ん

だ
よ
ね
。

廣
：
そ
う
そ
う
、
僕
も
ア
メ
リ
カ
に

い
た
頃
は
あ
ま
り
病
院
に
行
く
こ
と

が
身
近
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
日
本

に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
ち
ょ
っ
と

驚
い
た
。

榛
：
日
本
が
特
殊
と
い
う
側
面
も
あ

る
ん
だ
ろ
う
し
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム

が
他
の
地
域
に
も
ぴ
っ
た
り
合
う
わ

け
で
は
な
い
と
思
う
け
ど
、
早
期
発

見
・
治
療
の
た
め
に
は
医
師
に
診
て

も
ら
う
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
方
が
い
い

の
は
確
か
だ
よ
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、

途
上
国
に
お
け
る
市
民
と
医
療
の
間

の
距
離
を
縮
め
て
い
く
こ
と
は
必
要

だ
と
思
う
。
だ
け
ど
、
そ
の
た
め
に

は
結
局
根
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
か
ら

変
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
。

廣
：
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
僕
は

途
上
国
医
療
に
興
味
を
持
っ
て
か
ら
、

H
EA

RT
's*

と
い
う
学
生
団
体
に

入
っ
て
途
上
国
の
支
援
活
動
を
し
た

り
、
色
々
勉
強
し
た
ん
だ
け
ど
、
そ

こ
で
感
じ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

他
国
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は

問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

く
て
、
そ
の
国
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え

て
い
く
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
日
本
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
、
良

い
部
分
と
悪
い
部
分
を
把
握
し
た
い
。

そ
う
し
た
ら
海
外
に
日
本
の
良
い
部

分
を
輸
出
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

榛
：
日
本
で
医
師
免
許
を
取
る
わ
け

だ
し
、
今
は
日
本
の
医
療
に
つ
い
て

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
そ
れ
か
ら
自

分
た
ち
な
り
に
海
外
の
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
ね
。

廣
：
そ
う
だ
ね
。
意
外
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
し
、
今
日
は
話
せ
て
良
か
っ
た
。

将
来
何
か
一
緒
に
活
動
で
き
た
ら
い

い
ね
。

正明とは実はそこまで深く話したことは無かった。たまに授
業で席が近くになるとすごく気が合ったが、その理由が今回
わかった気がする。こんなに身近に同じ思いで日本、そし
て世界の医療を見つめている人が居るとわかって驚いたが、
正直嬉しくてたまらない。世界に羽ばたけるように、まずは
日本の医療について２人で切磋琢磨して頑張って極めたい。

榛原 梓園（名古屋市立大学４年）

profile

*HEART's…NPO法人ジャパンハート直属の学生団体。ジャパンハートは2004年、国際医療ボランティア団体として設立された。「医療の届かないところに医療を届ける」と
いう理念のもとに様 な々活動を行っている。
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